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アミジグサ科植物のうちで，すでに胞子形成の過程が形態学的に明らかにされたもの

にアミジグサ Dictyotadichotoma (HUDS.) LAMOUR.1)幻町的エゾヤハズ Dictyopteris

di'l:aricata (OKAM・)OKAMURA5l へラヤハズ Dictyopterisprolifera (OKAM.) OKA-

MURA6l オキナウチワ Padinajaponica YAMADAO Padina pavonia (L.) GAILL.7l 

ZOllaria farlowii SETCH. & GARDN.8l などがあるが，サナダグサ属 Pachydictyonに

ついては報告がない。今回サナダグサ P.cori・'aceum(HOLM.) OKAMURAを観察したと

ころ，四分胞子形成の際に減数分裂が行なわれ，染色体数は半数で約32であることが明

らかになったので報告する。

材料と方法

1965年7月に鎌倉市で，また1972年8月に北九州市岩屋で採集し，フォルマロン酢酸

液 (95%エタノ-Jレ10，氷酢酸1，40%フォルマリン 2，蒸溜水7の割合に混合)で固

定した。バラフィン切片法で 10μmの切片としたのち，ハイデンハイン氏鉄明饗へマト

キシリンで染色した。

観察

1.四分胞子漢の形成

四分胞子漢は初め葉状体の上部に 1-3個が生じ，後に数を増し四分胞子褒群は長径

1-2mmの長だ円形となる。胞子褒はまた連なって形成され，胞子褒群は全体として

線状になることもある。

業状体は小さな表層細胞と中層細胞，それと大きな内層の細胞の三層からなる。四分

胞子衰の形成に際してはまず表層細胞が藻体の表面と平行する分裂を 1回行い， 2個の

細胞となる。これらのうち内側に切P出された細胞は柄細胞となり，外側の細胞が四分

胞子母細胞となる。この際の核分裂は細胞の中央よ Pやや下方で行なわれる (Plate1， 

Fig. 1)。

*福岡県立田川高等学校 (822-14徳岡県田川郡香春町中津原).

Takawa High School. Kawaru-u国 chi.Takawa-gun. Fukuoka-ken，且22-14Japan_ 

Bull. Jap. SOC. Phycol.， 23: 133-138， Dec. 1975: 
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2.成熟分裂

アミジグサペエソ守ヤハズベへラヤハズへオキナウチワ。などは，四分胞子母細胞

が生れると核は急速に生長してシナプシス期(synapsis)を迎えたが，サナダグサではま

だ核が極めて小さい状態でもこのH奇期を見る。染色糸のJレープの形成も上述の各植物の

ように，核膜に沿って密に集まることなく ，比較的まばらで，不明瞭である (Plate1， 

Fig.2)。太糸期 (pachytenestage)をすぎてから染色糸の染色性が弱くな!J，核肢には

仁を除いては何も見られないH寺期がある。その後，染色糸は再び))巴厚して現われ，短絡

を続ける。ディアキネシス期 (diakines同には二価染色体が交差した 0，X， Y なt
の特有の形が認められる (Fig.A; Plate 1， Fig. 3)。デ、イアキネシスWJの初期に分裂の

極が明らかになった。両極は初め核j陸に深く 陥没して現われ，そこから紡錘体と星状体

が発達する (Plate1， Fig. 4)。仁はこれまで観察されたアミジグサ科植物4)5) 6) では空

胞ができ，次第に染色力が弱ま って消失したが，本植物では空))包化も退色化も伴なわな

いまま小さく変形していく。 仁は多くの場合，染色体が赤道面に移動を終える頃まで紡

錘体の外{員1)に存在した。その後，染色体は非常に収縮し，小粒となって赤道面の中央部

に密に並ぶが，ディアキネ、ンス期から中期までの問に数えるととの出来た二価染色体は

約32個である。 (Fig.B; Plate 1， Fig. 6)。紡錘糸は染色体の集った範囲で最も多く ，

その外側ではあまり発達しない。そして紡錘糸の存在しない核l庄の外側部分では比較的

染色性の強い頼粒が多数散在する。陥没した極に中心体の見られるものがあるが，中心

球までは認められなかった。また 中WJまでは星糸の広がりは狭く ，かつ不明瞭である

(Plate 1， Figs. 5， 6)。核11莫は中期になって消失するが，その消失前の核は分裂過程中最

大である。後期になって極には中心球と中心粒， 星.糸などが明l僚になる。この植物は染

Fig. A. Diakinesis. Chromosomes are dispersed in the nuclear cavity. 

Fig. B. Chromosomes at metaphase 01 the品Tstmeiotic division. 

F】g.C. Telophase. Nuc1ear membrane is formed and chromosomes are τoped together. 
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色体群が極に移動している聞に，両極聞の距離が急に開くという特徴をもっ。染色体が

極に到達すると，それらを小さく包むように核膜が形成されるが，染色体は数珠状に互

に連らなったように見える (Fig.C; Plate 1， Fig. 8)。その後，核は生長して第一分裂

のシナプシス期とほぼ同lニ大きさに遼し，仁も現われる。仁は初め非常に小さいが，次

第に生長する。中には仁を二個有するものがある (Plate11， Figs. 9， 10)。

第一分裂が終っても細胞質の分裂は行なわれず，直ちに第二分裂に入る。第二分裂は

第一分裂とは逆に葉状体に平行に行なわれる。第一分裂の後，星状体は消失するが中心

体はそのまま残っており，やがて分裂し，核膜に沿って移動を始める。移動しながら紡

錘糸を形成する。染色体は非常に小さな粒になってーケ所に集まっているが，次第に核

腔全体に分散する (Plate11， Figs. 9， 10)。第二分裂では極の陥没は全く見られない。

やがて染色体は赤道函に移動し (Plate11， Fig. 11)，分裂して極に向うが，核膜は第一

分裂同様，中期まで存在した (Plate11， Fig. 12)。また，染色体がそれぞれの極に移動

中，両極聞の距離が伸び，中期まで直線であった分裂の軸が「く」の字に曲がる現象が

見られた。核分裂が終ると細胞質分裂が行なわれ，四分胞子が完成する。第一分裂でで

きた二つの嬢核は全く同じ速さで第二分裂を経過する。

考 察

アミジグサ科植物の染色体については，それぞれ半数で，アミジグサ Dictyotadi-

chotoma1) 2) 8) ，)とエゾヤハズ Dictyopterisdi叩 ricata5)9) で 16と 32，へラヤハズ

Dictyopteris prolifera8)で約 32，Paduza pavoni・'a1)で 16，オキナウチワ Padina

japonica4)で32，Zonaria farlowii8)で12という報告がある。初めの二種については倍

数関係が考えられ，その他の種についても Z.farlowiiを除き， 16かその倍数，または

それに非常に近い数になっており，今回観察したサナダグサ Pachydictyoncoriaceum 

の約32もこの範障害に属するものである。

シナプシス期がまだ核の小さなうちに見られることや，後期に両極聞の距離が急に伸

びる現象などはアミジグサ D.dichf，Jtoma"，エゾヤハズ D.divaricata日，へラヤハズ

D. prolifera'ベオキナウチワ P.japonica叫などには見られなかった現象で，この援物

の分裂時における特徴のーっと恩われる。また第一分裂のディアキネンス期に，分裂の

極が一時，核腔に陥没する現象はウミウチワ属 Padinaでは知られないが，アミジグサ

属 Dictyota')，やヤハズグサ属 Dictyopteris5)6)などで見られ，アミジグサ科植物の特

徴になっているようである。

稿を終えるにあた!J，御校閲を賜った猪野俊平岡山大学名誉教授に感謝致します。

Summary 

The formation of tetrasporangium of Pachydictyon coriaceum (HOLM.) OK.-¥-
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MURA was observed. The tetraspore mother cell was formed after the surface cell of 

the thallus underwent division to form a stalk cell. The synapsis stage and the 

diakinesis stage were observed during the I1rst nuclear division of the tetraspore 

mother celJ and about 32 bivalent chromosomes were counted. The poles of 

spindle at the early diakinesis were sunk in the nuclear cavity but these were 

distantly situated from each other at the telophase. The nucleolus and the 

nuclear membrane were not clearly observed at metaphase， but centrioles with a 

centrosphere were clearly seen at the telophase. 
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Fig. L Tetraspore mother cell is formed by division of the surface cell. Figs. 2. 9 Firs~ meiotic division 
of the tetraspore rnother cel1. Fig. 2. Synapsis st.ge. Fig. 3. Diakinesis. X.， V-， Y-shaped bivalent chro-
mosomes are dispersed in the nuclear cavity. Fig. 4. Late diakinesis. Chromosomes move to the center 
of the nuclear cavity. Fig.5. Side view of the metaphase. Chromosomes are contracted extremely. 
Aster hardly develops. Fig. 6. Polar view of the metaphase. About 32 bivalent chromosomes are 
counted. Nuclear memhrane is obscure. Fig. 7. Anaphase. Fig. 8. Telophase. Aster develops and 
centrioles鴨川ha centrosphere is observecl. Chromosomes are linked together. Figs. 1-8. x 1150 
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Plate II 

Fig. 9. Contracted chromosomes gather to the side 01 thep ole in the自rstdivision. Sometimes tWQ 

nucleolus are formed. F】gs.10-15. Second meiotic division 01 the tetraspore mother cell. Fig. 10. 

Prophase. Nucleolus grows and aster develol=s. Chromosomes are dispersed in the nucIear cavity. 

Fig. 11. Late prophase. Fig. 12. Metaphase. Nuclear membrane is obscure. Fig. 13. Anaphase. 

Fig. 14. Telophase. The axis 01 the spindle bends and the poles are dis拍 ntfrom each other. 

Fig. 15. Mature tetrasporangium. Fig.9-14. x1150 Fig. 15. X445 
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